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営業外収益、営業外費用及び特別損失の計上に関するお知らせ 

当社は、2023年９月期第３四半期会計期間（2023年４月１日～2023年６月 30日）において、下記の通

り営業外収益、営業外費用及び特別損失を計上しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

（１）営業外収益（為替差益）の内容 

当社は、外国為替相場の変動に伴い、2023年９月期第２四半期までに為替差損 116百万円を営業外費用

として計上しておりましたが、2023年９月期第３四半期連結会計期間（2023年４月１日～2023年６月 30

日）に為替差益 116百万円を営業外収益として計上しております。その結果、2023年９月期第３四半期連

結累計期間（2022年 10月１日～2023年６月 30日）においては、0百万円（284千円）の為替差益となり

ました。これは主として当社で保有する外貨建資産を期末日為替レートで評価替えしたことにより発生し

たものであります。 

 

（２）営業外費用（投資事業組合管理費）の内容 

当社海外子会社が運営する投資ファンドの管理費として、2023年９月期第３四半期連結会計期間（2023

年４月１日～2023年６月 30日）に投資事業組合管理費 42百万円を計上しております。その結果、2023年

９月期第３四半期連結累計期間（2022年 10月１日～2023年６月 30日）において、投資事業組合管理費

131百万円を営業外費用として計上いたしました。 

 

（３）特別損失（減損損失）の内容 

当社が保有する固定資産のうち、主にプラットフォーム事業及びテスト等ライセンス事業の固定資産グ

ループについて、当該資産から得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回ったこと

から、2023年９月期第３四半期連結会計期間（2023年４月１日～2023年６月 30日）に減損損失 183百万

円を特別損失として計上しております。その結果、2023年９月期第３四半期連結累計期間（2022年 10月

１日～2023年６月 30日）においては、1,973百万円の減損損失となりました。 

 

（４）業績に与える影響 

上記の特別損失は、本日付にて公表の「2023年９月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映

しております。 
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